
　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
に
寄
せ
ら
れ
た
「
ご
み
屋
敷
」
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
積
極
的
な
調
査
・
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
法
的
な
根
拠
に
基
づ
き
具
体
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と
す
る
条
例
制
定
が
必
要
と
の
結
論
に
な
り
、
団
と
し
て
昨
年

9
月
林
市
長
に
対
し
て
条
例
化
を
視
野
に
入
れ
た
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
つ
い
て

要
望
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
本
会
議
や
委
員
会
で
の
議
論
を
通
し
て
対
策

の
必
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え
、
9
月
21 
日
の
本
会
議
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る「
ご
み
屋

敷
条
例
」を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
に
は
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関
の
連
携
や
、
福
祉
的

観
点
か
ら
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
な
ど
、
私
共
の
主

張
が
大
き
く
反
映
さ
れ
ま
し
た
。な
お
本
条
例
は
、
本
年
12 
月
1

日
か
ら
施
行
予
定
で
す
。

　
平
成
4
年
以
来
、
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
が
一
貫
し
て

制
度
拡
充
を
求
め
続
け
て
き
た
小
児
医
療
費
助
成
制
度
。

　
現
在
、
横
浜
市
で
は
小
学
3
年
生
ま
で
通
院
医
療
費
の
自

己
負
担
が
無
料
に
な
る
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
入
院
医

療
費
は
中
学
3
年
生
ま
で
助
成
）。今
回
の
条
例
改
正
で
、
平

成
29
年
4
月
よ
り
助
成
の
対
象
が
小
学
6
年
生
ま
で
拡
大

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
拡
大
さ
れ
る
小
学
4
・
5
・
6
年
生
に
つ
い
て
は
、
１
回

の
診
察
で
上
限
5
0
0
円
の
自
己
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
現
状
の
医
療
保
険
制
度
の
3
割
負
担
か
ら
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
の
改
正
は
私
共
が
考
え
る
「
中
学
3
年
生

ま
で
の
対
象
拡
大
」
と
「
所
得
制
限
の
撤
廃
」、「
全
額
助
成
」

の
要
望
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
過
ぎ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　公明党横浜市会議員団は市民の皆様の
健康・安全を最優先に行動しています。
　このほど発生した横浜市神奈川区の大
口病院における問題についても、第三者委
員会の設置や臨時立ち入り検査の実施な
どについて議会で取り上げました。引き続
き、安全・安心の横浜を目指して参ります。

　「
子
育
て
し
や
す
い
横
浜
」を
目
指
し
、
経
済
的
負
担
の
心
配

が
な
く
、
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）  ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828
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第78号

民衆の
声

ボイ
ス

平成28年第3回定例会の論戦から平成28年第3回定例会の論戦から平成28年第3回定例会の論戦から

　
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」
問
題
対
策
の
条
例
案

の
特
色
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
林
市
長
は「
背
景
と
な
っ
て
い
る
、
生
活
上
の

課
題
や
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
の
解
消
を
目
指

し
、
福
祉
的
な
支
援
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
特
色
」と
答

弁
し
ま
し
た
。ま
た
、
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
皆
様

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
社
会
的
な
孤
立
を
解
消
す
る
こ
と
が
、

『
ご
み
屋
敷
』問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

斉
藤

伸
一
（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

議
案
関
連
質
疑

「
ご
み
屋
敷
」
問
題
対
策
の
条
例
案
に
つ
い
て

　
小
児
医
療
費
の
通
院
助
成
の
「
小
3
ま
で
」
を
「
小
6
ま
で
」
に

拡
大
し
、
小
学
4
・
5
・
6
年
生
は
、
通
院
一
回「
5
0
0
円
ま
で
」

自
己
負
担
と
す
る
改
正
案
に
つ
い
て
、
経
済
的
理
由
で
、
受
診
を

控
え
る
懸
念
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
保
護
者
が
非
課
税
の
場
合
、
自
己
負
担
を
無
料
に
す

る
な
ど
の
対
応
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
助
成
対
象
と
な

る
小
学
4
・
5
・
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ら
れ
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

小
児
医
療
費
の
通
院
助
成
の
拡
大
改
正
案
に
つ
い
て

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
死
亡
者
数
の
増

加
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
横
浜
市
に

は
市
営
斎
場
4
か
所
、
民
営
斎
場
が
1
か
所
の

た
め
、
市
民
か
ら
も
増
え
続
け
る
火
葬
需
要
に

対
応
で
き
る
の
か
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
東
部
方
面
に
お
け
る
新
た
な
市
営
斎
場
の
整
備
に
つ

東
部
方
面
に
お
け
る
市
営
斎
場
の
整
備
に
つ
い
て

尾
崎
　
太
（
鶴
見
区
選
出
）

一
般
質
問

　
品
川
、
東
京
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な

れ
ば
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
東
北
新
幹
線
な
ど

と
の
乗
り
換
え
が
容
易
と
な
り
、
利
便
性
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
初
の
東
京
駅
へ
の
私
鉄
乗
り
入
れ

と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
方
面
へ
の
乗
り
入
れ
実
現
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、計
画
中
の
新
宿
・
渋
谷
・
目
黒
方
面
に
加
え
て
、品
川
・

東
京
方
面
を
含
め
た
多
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
れ
ば
、

市
西
部
と
都
心
各
地
が
直
結
し
、
沿
線
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま

り
、
更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
や
、
事
故
や
災
害
発
生
時
の
代

替
経
路
の
選
択
肢
が
増
え
る
な
ど
数
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、

実
現
へ
の
強
い
思
い
を
伝
え
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

『
避
難
準
備
情
報
』
や
『
避
難
勧
告
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
指
定
し

た
避
難
場
所
に
避
難
し
な
か
っ
た
理
由
な
ど
を
調
査
し
、
要
援

護
者
対
策
に
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
指
定
し
た
避
難
場
所
に
避
難
し
な
か
っ
た
理
由
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
。
今
年
中
に
、
浸

水
想
定
区
域
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
要

援
護
者
施
設
に
対
し
、
避
難
行
動
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
分
析
し
て

要
援
護
者
対
策
に
活
か
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。

神
奈
川
東
部
方
面
線
多
方
面
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

源
波

正
保
（
泉
区
選
出
）

総
合
審
査

要
援
護
者
の
避
難
に
つ
い
て

小
児
医
療
費
助
成
　小
学
6
年
ま
で
拡
大
！

小
児
医
療
費
助
成
　小
学
6
年
ま
で
拡
大
！

市民の健康・安全を最優先に！市民の健康・安全を最優先に！

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
今
後
も
増
え
続
け
る
火
葬
需
要
へ
の
対
応
は
、
重
要

課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
を
踏
ま

え
、
全
市
的
な
観
点
か
ら
、
新
た
な
斎
場
整
備
を
検
討
し
て
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
。

病院における
 安全・安心を目指して

「
ご
み
屋
敷
条
例
」が
成
立

「
ご
み
屋
敷
条
例
」が
成
立
12 
月
1
日
よ
り

施
行

い
わ
ゆ
る
※

※

横
浜
市
建
築
物
等
に
お
け
る
不
良
な
生
活
環
境
の
解
消
及
び
発
生
の
防
止
を

　
図
る
た
め
の
支
援
及
び
措
置
に
関
す
る
条
例



　
　
　
『
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
上
屋
の
改
修
を
推
進
』

　
老
朽
化
の
進
む
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
上
屋
の
改
修
を
要

望
し
ま
し
た
。

　
交
通
局
長
は
、
市
内
7
カ
所
（
港
南
台
駅
、上
永
谷
駅
、

鶴
見
駅
西
口
、磯
子
駅
、保
土
ケ
谷
駅
東
口
、根
岸
駅
、鴨
居

駅
）に
つ
い
て
、改
修
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

交
通
局

　
公
明
党
市
議
団
は
10 
月
18 
日
、

平
成
29
年
度
予
算
編
成
に
対
す

る
要
望
書
を
林
文
子
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。要
望
書
は
、
最
重

点
要
望
62
件
、
重
点
要
望
2
3
4

件
、
各
区
重
点
要
望
80
件
の
計

3
7
6
件
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。項
目
と
し
て
は
、〈
防
災
・
減

災
・
危
機
管
理
〉〈
行
財
政
運
営
〉

〈
文
化
・
芸
術
〉〈
子
育
て
・
青
少

年
〉〈
教
育
〉〈
障
が
い
者
福
祉
〉

〈
高
齢
者
福
祉
〉〈
環
境
〉〈
都
市
基

盤
整
備
〉に
分
類
し
、市
政
全
般
に

わ
た
り
要
望
を
ま
と
め
ま
し
た
。

予算要望書提出予算要望書提出予算要望書提出
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8
月
3
日
、
横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
・
神
戸
の
旧
五

大
市
の
公
明
党
市
会
議
員
が
集
い
、
政
策
研
究
会
を
開
催
し
ま

し
た
（
名
古
屋
市
内
に
て
）。「
防
災
・
減
災
」
と
「
子
ど
も
の
貧

困
」を
テ
ー
マ
に
、
各
都
市
の
取
り
組
み
を
共
有
・
議
論
し
、
国

へ
の
要
望
・
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。

五大市政策研究会五大市政策研究会五大市政策研究会

　
明
石
市
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
へ

の
支
援
状
況
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　
条
例
を
根
拠
に
犯
罪
被
害
者
の
方
々

に
対
す
る
経
済
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て

お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
金
銭
給
付
を

盛
り
込
ん
だ
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
を
目
指
し
ま
す

犯罪被害者等支援
条例の制定に向けて
犯罪被害者等支援
条例の制定に向けて
犯罪被害者等支援
条例の制定に向けて　

公
明
党

は
世
界
で

活
躍
す
る

青
少
年
の

育
成
に
力

を
入
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、

青
葉
区
の

市
立
美
し

が
丘
中
学

校
を
視
察

し
ま
し
た
。公
明
党
の
提
案
で
実
現
し

た
全
額
市
費
負
担
に
よ
る
横
浜
市
立

小
中
学
校
の
英
検
受
験
。

3
年
前
か
ら
の
モ
デ
ル
実
施
を
経

て
、
今
年
度
よ
り
市
立
中
学
校
全

1
4
6
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

英語教育の現場視察英語教育の現場視察英語教育の現場視察

　
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
は
、飢
餓
と
貧
困
を

な
く
す
こ
と
を
使
命
と
す
る
国
連

唯
一
の
食
糧
支
援
機
関
で
す
。日
本

は
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
最
大
の
支
援
国

の
ひ
と
つ

で
す
。

　
横
浜
に

あ
る
日
本

事
務
所
を

訪
問
し
、

ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ア

ン
ダ
ー
ソ

ン
代
表
と

の
意
見
交

換
を
行
い

ま
し
た
。

国連WFP（世界食糧計画）
日本事務所を訪問
国連WFP（世界食糧計画）
日本事務所を訪問
国連WFP（世界食糧計画）
日本事務所を訪問

平
成
27
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
27
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
27
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　
　『
患
者
死
亡
事
件
に
伴
う
市
の
対
応
』

竹
野
内
　
猛
（
金
沢
区
選
出
）

　
大
口
病
院
の
患
者
死
亡
事
件
に
つ
い

て
、
本
事
件
前
に
病
院
内
で
発
生
し
た
複

数
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
メ
ー
ル
で
の
情
報
提
供
に
対
す

る
市
の
対
応
の
検
証
を
求
め
る
と
と
も
に
、
患
者
の
安
心
の

た
め
、今
で
き
る
対
応
を
迅
速
に
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

教
育
委
員
　『
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
』

　
公
明
党
の
提
案
で
26
年
度
よ
り
市
立
小
学
校
に
支
給

し
て
い
る
折
り
た
た
み
式
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

組
み
立
て
時
の
毀
損
な
ど
の
学
校
現
場
の
声
に
寄
り
添

っ
た
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、改
善
方
法
を
検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　
　
　
『
初
期
消
火
器
具
の
拡
大
』

尾
崎
　
太
（
鶴
見
区
選
出
）

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
地
域
の
初
期
消

火
能
力
向
上
を
目
的
に
、
初
期
消
火
器

具
の
設
置
補
助
事
業
を
行
っ
て
お
り
、設
置
協
力
の
協
定

に
基
づ
く
、こ
れ
ま
で
の
設
置
実
績
と
新
た
な
設
置
協
力

事
業
者
の
開
拓
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
消
防
局
長
は
、
26
年
度
末
に
コ
ン
ビ
ニ
8
社
と
協
定

し
た
結
果
、
10 
の
自
治
会
町
内
会
で
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
敷

地
内
に
設
置
完
了
。引
き
続
き
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
フ

ァ
ミ
レ
ス
等
9
社
と
協
定
締
結
す
る
な
ど
、
新
た
な
調

整
を
進
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

消
防
局

　
　
　
『
横
浜
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
活
性
化
』

竹
内
　
康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　
横
浜
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
活
性

化
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
生
鮮
食
料
品
を
扱
う
市
場
の
強
み
を
活

か
し
、よ
り
一
層
、全
市
横
断
的
な
テ
ー
マ
と
連
携
し
た

市
場
活
性
化
に
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。

経
済
局

　
　
　
『
地
域
の
防
災
力
向
上
へ
』

斎
藤
　
真
二
（
都
筑
区
選
出
）

　
公
明
党
が
推
進
し
て
き
た
市
民
を
対

象
に
し
た
防
災
・
減
災
推
進
研
修
の
実

施
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
室
長
は
、防
災
・
減
災
推
進
研
修
修
了
者
を

対
象
に
、専
門
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

総
務
局

　
　
　
　
　『
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
整
備
へ！
』

　
中
島

光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　
東
京
五
輪
の
追
加
種
目
に
な
っ
た
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
利
用
で
き
る
広
場
を
、

新
横
浜
公
園
に
加
え
追
加
整
備
す
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
環
境
創
造
局
長
は
、
市
内
南
部
方
面
で
初
め
て
、
戸
塚

区
内
に
整
備
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

　
　
　
『
が
ん
患
者
の
就
労
支
援
推
進
！
』

行
田

朝
仁
（
青
葉
区
選
出
）

　
が
ん
治
療
と
就
労
の
両
立
に
向
け
、

が
ん
対
策
に
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ

る
国
の
医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
析
を
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
医
療
局
長
は
、デ
ー
タ
を
活
か
し
て
就
労
支
援
に
つ
な

げ
る
べ
く
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
効
果
的
、効
率
的
な
が
ん
対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

医
療
局

　
　
　

　
『
粗
大
ご
み
の
持
ち
出
し
収
集
に
つ
い
て
』

高
橋
　
正
治
（
緑
区
選
出
）

　
ご
家
族
が
近
隣
に
お
住
い
の
場
合
に

対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
、対
象
者
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
、質
問
し
ま
し
た
。

資
源
循
環
局

　
　
　
『
鋼
管
ポ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
推
進
』

　
安
西

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　
鋼
管
ポ
ー
ル
に
設
置
の
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
、
民
間
資
金
活
用
の
E
S
C
O

事
業
で
進
め
る
な
か
で
、
ポ
ー
ル
の
老
朽
化
や
私
有
地

に
あ
る
こ
と
で
工
事
が
で
き
な
い
場
合
は
、
市
が
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
市
民
局
長
は
、
交
換
や
移
設
等
を
行
い
推
進
す
る
と

と
も
に
新
設
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
推
進
す
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

市
民
局

　
資
源
循
環
局
長
は
、
対
象
者
の
要
件
を
緩
和
し
、
高
齢
者

の
方
が
ゴ
ミ
出
し
の
こ
と
で
困
ら
な
い
よ
う
、
年
度
内
の

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
対
応
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
す

る
と
答
弁
し
ま
し
た
。




